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当行の概要等

当行の概要

　●設立年月日 1917（大正6）年8月20日

　●本店所在地 札幌市中央区大通西3丁目7番地

　●資本金 1,211億円

　●店舗数 172店

　●従業員数 2,391名

　●上場証券取引所
東京証券取引所プライム市場

札幌証券取引所

　●証券コード 8524

当行の主要な業務の内容

業務内容

預金業務
預金 当座預金、普通預金、貯蓄預金、通知預金、定期預金、別段預金、納税準備預金、

非居住者円預金、外貨預金等を取り扱っております。

譲渡性預金 譲渡可能な定期預金を取り扱っております。

貸出業務
貸付 手形貸付、証書貸付および当座貸越を取り扱っております。

手形の割引 銀行引受手形、商業手形および荷付為替手形の割引を取り扱っております。

商品有価証券売買業務 国債等公共債の売買業務を行っております。

有価証券投資業務 預金の支払準備および資金運用のため国債、地方債、社債、株式、その他の証券に投資しております。

内国為替業務 送金為替、振込および代金取立等を取り扱っております。

外国為替業務 輸出、輸入および外国送金その他外国為替に関する各種業務を行っております。

社債受託および登録業務 担保附社債信託法による社債の受託業務、公社債の募集受託および登録に関する業務を行っております。

附帯業務

代理業務

日本銀行代理店、日本銀行歳入代理店および国債代理店業務

地方公共団体の公金取扱業務

勤労者退職金共済機構等の代理店業務

株式払込金の受入代理業務および株式配当金、公社債元利金の支払代理業務

住宅金融支援機構等の代理貸付業務

信託代理店業務　損害保険代理店業務　生命保険代理店業務

保護預かりおよび貸金庫業務

有価証券の貸付

債務の保証（支払承諾）

公共債の引受

国債等公共債・投資信託の窓口販売および金融商品仲介業務

保険商品の窓口販売

コマーシャル・ペーパー等の取り扱い

クレジットカード業務

確定拠出年金業務

金利、通貨等のデリバティブ取引

(2026年3月31日現在)
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役員一覧

取締役会長 安 田 光 春 グループ統制

取締役頭取兼ＣＥＯ兼ＣＨＲＯ
（代表取締役） 津 山 博 恒 秘書室、人事部、ロイヤルティ向上推進室

取締役副頭取兼ＣＢＰＯ
（代表取締役） 増 田 仁 志 コンサルティング事業本部（事業戦略部、リテール推進部、

ウェルスマネジメント部、法人推進部）

専務取締役兼ＣＳＯ兼ＣＦＯ 米 田 和 志
経営企画部、北海道成長事業本部（成長戦略企画部、新事業創
出部、公金地域創生部）、デジタル事業本部（デジタル推進
部、ペイメント戦略部、事務企画部）、市場営業部

常務取締役兼ＣＲＯ 山 田 　 明 リスク統括部、法務コンプライアンス部、融資部

取締役（社外取締役） 神 戸 俊 昭

取締役監査等委員（常勤監査等委員） 栗 尾 史 郎

取締役監査等委員（社外取締役） 田 原 咲 世

取締役監査等委員（社外取締役） 橋 本 　 幸

取締役監査等委員（社外取締役） 青 山 祥 子

専務執行役員 水 本 健 一 本店営業部本店長委嘱

専務執行役員 野 際 卓 司 経営企画部長委嘱

常務執行役員 宮 原 正 宏 人事部長委嘱

常務執行役員 里 中 俊 之 コンサルティング事業本部長兼事業戦略部長委嘱

常務執行役員 中 保 　 廷 監査部長委嘱

執行役員 吉 野 弘 隆 監査等委員会室長委嘱

執行役員 福 地 　 清 システム部長兼ＣＩＯ委嘱

執行役員 川 村 崇 幸 リテール推進部長委嘱

執行役員 背 戸 田 能 章 帯広中央支店長兼帯広西支店長兼帯広南支店長兼柏林台支店長
兼清水支店長委嘱

執行役員 本 間 　 剛 釧路中央支店長兼鳥取支店長兼釧路十条支店長兼弟子屈支店長
兼厚岸支店長委嘱

執行役員 福 島 大 介 函館中央支店長兼末広町支店長兼桔梗支店長委嘱

執行役員 岡 本 　 亮 法人推進部長委嘱

執行役員 清 水 一 将 北海道成長事業本部長兼成長戦略企画部長委嘱

執行役員 小 渡 信 洋 旭川中央支店長兼神楽支店長兼大雪通支店長兼豊岡支店長委嘱

ＣＥＯ （Chief Executive Officer） ：　最高経営責任者 　ＣＨＲＯ （Chief Human Resources Officer） ：　最高人事責任者
ＣＢＰＯ （Chief Business Promotion Officer） ：　最高営業推進責任者 　ＣＲＯ （Chief Risk Officer） ：　最高リスク責任者
ＣＳＯ （Chief Strategy Officer） ：　最高企画責任者 　ＣＩＯ （Chief Information Officer） ：　最高情報責任者
ＣＦＯ （Chief Financial Officer） ：　最高財務責任者

取締役（監査等委員である取締役を除く。）

監査等委員である取締役

執行役員

役職名の略称については、以下のとおりです。
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上席執行理事 小 玉 俊 宏 経営企画部統括審議役委嘱

上席執行理事 石 川 敏 也 経営企画部統括審議役委嘱

執行理事 河 瀬 和 也 東京支店長委嘱

執行理事 中 地 大 介 事業戦略部審議役委嘱

執行理事 今 木 賢 人 人事部審議役委嘱

執行理事 越 田 雄 三 人事部審議役委嘱

執行理事 野 沢 竜 二 リスク統括部長委嘱

執行理事 田 中 元 彦 本店営業部副本店長委嘱

執行理事 権 平 宗 中 公金地域創生部長委嘱

執行理事 高 原 竜 治 小樽中央支店長兼手宮支店長兼小樽駅前支店長委嘱

執行理事 岸 波 光 弘 苫小牧中央支店長兼苫小牧北支店長委嘱

執行理事 赤 保 内 伸 幸 北見支店長兼留辺蘂支店長兼遠軽支店長委嘱

執行理事
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組織図

経営企画部

秘書室

本店・支店

ロイヤルティ向上推進室
成長戦略企画グループ

サステナビリティ推進グループ
成長戦略企画部

新事業創出グループ
新組織設立準備グループ

新事業創出部

人事企画室
人事運用グループ

ダイバーシティ・人財育成グループ
人事部

ウェルスコンサルティンググループ
銀証連携グループ

ウェルスマネジメント部

クレジットカードセンターペイメント戦略部

ストラクチャードファイナンス室

法人企画推進グループ

海外ビジネス振興室
海外駐在員事務所

法人推進部

リテール企画推進グループ

ローン企画室
本店ローンプラザ

資産運用コンサルティング室
テレマーケティングセンター

ローンセンター
リテール推進部

デジタル企画グループ
ダイレクトバンキングセンター
ローンコンタクトセンター
アルカ支店

デジタル推進部

事務企画グループ

業務管理グループ

東屯田センター事務第四部
東屯田センター事務第五部

事務企画部

信用リスク管理グループ
統合リスク管理グループ

リスク統括部

法務グループ
金融犯罪対策グループ
お客さま相談室

法務コンプライアンス部

システム企画グループ（共同化推進）
サイバーセキュリティグループ
システム管理グループ
システム開発グループ

システム部

資金証券グループ
資金為替グループ

市場業務管理グループ
市場営業部

審査グループ
事業活性サポートグループ
融資企画グループ

融資人財サポートグループ
東屯田センター融資事務部

融資部

事業戦略室
マーケティング室
店舗戦略グループ

営業店サポートグループ

事業戦略部

まちづくり推進室
地域戦略推進グループ

公務金融室
公金地域創生部

経営企画室
経営管理室
広報グループ
主計グループ
総務グループ
東京事務所
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グループ会社

株式会社札幌北洋リース
リース業務

株式会社札幌北洋カード
クレジットカード業務・信用保証業務

北洋ビジネスサービス株式会社
銀行事務代行業務

ノースパシフィック株式会社
信用保証業務

北洋証券株式会社
証券業務

株式会社北洋キャピタル
北海道マザーインベストメント株式会社　他

投資事業組合運営管理業務

株式会社北海道共創パートナーズ

コンサルティング業務・人材紹介業務・
M&Aアドバイザリー業務

株
式
会
社
北
洋
銀
行

北洋銀行グループは、当行、連結子会社及び投資事業
組合等で構成され、銀行業務を中心にリース業務、ク
レジットカード業務、証券業務、コンサルティング業
務、人材紹介業務、M＆Aアドバイザリー業務などの金
融サービスに係る事業を行っています。
子会社の重要な業務の決定等については、グループ運
営規程及び子会社管理要領に当行への報告が必要な事
項を定め、経営上の報告体制を明確にしています。ま
た、当行及び子会社の役員が出席するグループ経営会
議を定期的に開催し、グループ内の業務推進上の戦
略・方針等の連絡・調整を行うとともに、子会社の役
員に経営上の重要事項の報告を義務づけています。さ
らに、当行は子会社に対する定期的な監査を通じ、業
務運営及び管理状況等について助言・指導を行ってい
ます。

連結子会社の概況 (2026年3月31日現在)

会社名 本社所在地 主要業務内容 設立年月日 資本金
(百万円)

当行議決権
比率 (％)

グループ会社の
議決権比率 (％)

株式会社札幌北洋リース 札幌市中央区大通西3丁目11番地 リース業務 1989年6月30日 50 100.00 ―

株式会社札幌北洋カード 札幌市中央区南8条西8丁目523番地 クレジットカード業務・
信用保証業務 1983年4月1日 100 100.00 ―

北洋ビジネスサービス株式会社 札幌市中央区南8条西8丁目523番地 銀行事務代行業務 1998年7月3日 60 100.00 ―

ノースパシフィック株式会社 札幌市中央区南8条西8丁目523番地 信用保証業務 1988年6月28日 100 4.34 39.38

北洋証券株式会社 札幌市中央区大通西3丁目11番地 証券業務 1938年2月11日 3,000 100.00 ―

株式会社北海道共創パートナーズ 札幌市中央区大通西3丁目7番地
コンサルティング業務・
人材紹介業務・
M&Aアドバイザリー業務

2017年9月27日 49 100.00 ―

（注）当行はキャリアバンク株式会社の普通株式852,487株を株式公開買付けにより取得しました。
　　　この結果、当行の議決権比率は88.26％に達したことから、2026年４月28日付けでキャリアバンク株式会社は当行の連結子会社となり
　　　ました。
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コンプライアンス

当行及び子会社は、コンプライアンス（法令等の遵守）
を経営の最重要課題のひとつと認識し、「グループ運営
規程」及び「法令等遵守規程」にコンプライアンス態勢
に係る規定を制定するなど、法令等や社内規則等を遵守
する組織運営や企業風土の醸成を図っております。
また、当行及び子会社の代表取締役及び担当取締役が繰
り返し法令順守の精神を役職員に伝えることにより、近
プライアンスを企業活動の大前提とすることを徹底して
おります。当行は、事業年度ごとに当行及び子会社が優
先的に取組むべき項目を「コンプライアンス・プログラ
ム」として策定し、コンプライアンス態勢の充実に取組
んでおります。

　【コンプライアンス態勢図】
取締役会

リスク・コンプライアンス委員会

営業店・本部・グループ会社

法務コンプライアンス部

付議・報告

付議・報告 指示

報告 研修

● コンプライアンス 運営態勢

● 個人情報保護・お客さま保護等
個人情報保護
「個人情報の保護に関する法律」に従って定めた「個人情報保護宣言（プライバシーポリシー）」を公表し、情報の漏
洩等の防止のための態勢整備や開示等の請求に対応する受付態勢を構築するなど個人情報保護のための安全管理措置の
整備を行っています。

お客さま保護等
「金融商品の販売等に関する法律」等に基づき、お客さまの利便性向上や保護を図ることを目的とした「お客さま保護
等管理方針」や、お客さまに適切な金融商品を提供するための「勧誘方針」等を定めており、適正な業務運営をもって
お客さまの信頼性を高めるよう努めています。

利益相反管理
お客さまの利益が不当に害されることを防止するために｢利益相反管理ポリシー｣｢利益相反管理規程｣を定め、利益相反
に該当する取引を適切に管理する態勢を整備しています。

● 反社会的勢力への対応
当行は、反社会的勢力排除に向けて、「反社会的勢力への対応に係る基本方針」を定めるとともに、「法令等遵守規
程」、「マネー・ローンダリング及びテロ資金供与等対応規程」及び役職員に配布している「コンプライアンス・マニ
ュアル」等に「反社会的勢力との取引遮断」を掲げ、グループ一体となって反社会的勢力の排除に取組んでおります。
当行の最高リスク責任者の指揮の下、法務コンプライアンス部がグループ会社全体の統括を行い、営業店等で収集され
た反社会的勢力に関する情報等からデータベースを作成し、情報を共有化しております。また、事務取扱要領である事
務基準に反社会的勢力との取引謝絶に関する対応手順等を記載し、警察や顧問弁護士等とも緊密に連携したうえで、即
座に対処できる態勢を整備しております。
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コンプライアンス

金融ADR制度

ADR（Alternative Dispute Resolution）とは、金融機関の
業務に関する紛争を解決するための裁判外紛争解決手続のこ
とです。具体的には、訴訟に代わる、あっせん、調停、仲裁
等の当事者の合意に基づく紛争の解決方法で、事案の性質や
当事者の事情等に応じた迅速・簡便・柔軟な紛争解決が期待
される制度です。銀行等金融機関は法律に基づき、紛争解決
機関と契約しなければならず、利用者から紛争解決の申立を
受けた紛争解決機関では、金融分野に知見を有する紛争解決
委員が紛争解決にあたります。北洋銀行の契約する指定紛争
解決機関は「一般社団法人全国銀行協会」です。 0570-017109 または ☎03-5252-3772

一般社団法人全国銀行協会
全国銀行協会相談室

〒100-8216 東京都千代田区丸の内1-3-1
（全国銀行協会内）

　

● マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与等対策
金融機関としての社会的責任と公共的使命を認識し、マネー・ローンダリング及びテロ資金供与、拡散金融その他経済
制裁違反（以下、「マネロン・テロ資金供与等」という）対策を経営の最重要課題のひとつと位置付け、「マネー・ロ
ーンダリング及びテロ資金供与等の対策に係る基本方針」を定めるとともに、「マネー・ローンダリング及びテロ資金
供与等対応規程」を制定し、マネー・ローンダリング及びテロ資金供与等に関する管理態勢等を構築しております。ま
た、統括部署として法務コンプライアンス部内に「金融犯罪対策グループ」を設置し、経営陣のリーダーシップの下、
営業部門（営業店）、管理部門（法務コンプライアンス部及び業務所管部）並びに内部監査部門（監査部）が連携し、
組織的にマネロン・テロ資金供与等対策に取組んでおります。

● 内部通報制度
明るく働きやすい職場づくりを目指し、法令違反や行内規程に反する行為、ハラスメント行為などの早期発見・是正を
図るため、行内通報窓口や弁護士による社外受付機関を整備した内部通報制度を導入しています。面談や電話のほか、
匿名性を確保した通報手段を設けるなど、通報者に配慮しながら対応しています。
当行及び子会社の役職員が法令上疑義のある行為等を発見した場合は、直接、法務コンプライアンス部等の当行本部部
署又は外部に設置した弁護士を窓口とする受付機関（以下「社外受付機関」という）へ報告することが可能な内部通報
制度を利用し、法令等遵守態勢の確保に努めております。また、グループ内の役職員等が遵守する「内部通報規程」に
おいて、通報窓口から報告を受けた法務コンプライアンス部が都度監査等委員会へ報告する体制、社外受付機関が必要
に応じ直接監査等委員に報告できる体制を定めているほか、通報者に不利益を与えない適切な態勢を整備し、通報者の
保護を徹底しております。
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信用リスク管理 「信用リスク」とは、信用供与先の財務内容の悪化あるいは支払能力低下の傾向等により、資産の価値が
減少ないし消失し当グループが損失を被るリスク、および大口信用供与先、特定業種または特定グループ
等への貸出資産等の偏在・集中から生じるリスクです。 信用リスク管理には、2つの捉え方があります。
1つは、個別取引先の貸出金をその信用状況に応じた適切な手法により管理することであり、もう1つは、
特定の取引先や業種に対する貸出が偏重することのないよう、適切にポートフォリオを管理し、信用リス
クを分散できる貸出運営を行うことです。「リスク・コンプライアンス委員会」および「信用リスク管理
検討会」では、グループの与信全体についてのポートフォリオを適切に管理することで、グループ全体の
信用リスクの把握・検証を行っております。
当行では、日常のお客さまとの対話などを通じて、事業内容の変化をその都度把握し、売上・利益の縮小
や資金繰りに問題を抱えるお客さまに対して、経営改善支援等のソリューション提供による課題解決に取
り組むことなどにより、不良債権の増加を抑制する対応を行うとともに、与信取引のポートフォリオコン
トロールのほか、業種全体の悪化が懸念されるような注意を要する業種については定期的に分析を行い、
状況に応じた管理施策を導入して対応しております。

市場リスク管理 「市場リスク」とは、金利の変動や有価証券の価格変動、外国為替相場の変動などにより、保有する資産
の価値が減少することによって損失を被るリスクです。市場リスクの発生を予測し、適切に回避・軽減す
ることは、金融機関の経営にとって非常に重要になっております。
当行の市場リスク管理方針は、「市場リスク管理規程」によって明確化され、組織内に周知されておりま
す。経営陣を中心に構成されるリスク・コンプライアンス委員会やALM委員会等にて、定期的（原則月に
1度）に金利リスク量等についての報告、今後の方針等の協議を実施しております。 リスク・コンプライ
アンス委員会等での協議内容については、定期的に取締役会に報告を行っております。また、「有価証券
運用・リスクテイクポリシー」にローリスク運用、中長期分散投資、市場流動性の重視等の基本方針を定
め、ALM上の調整、余資運用を目的とした有価証券運用を行っております。また、相場観に過度に依存す
ることや短期的な収益確保のみを狙った投資行動はとらないこととしております。融資・預金といった全
行的な動向を踏まえた投資行動を行うこと、投資後の投資先の経営状況等について十分調査・分析を行う
ことにも留意し、適切なエクスポージャーの管理に努めております。当行自身のALM目的でのデリバティ
ブ取引に関しては、取引の執行、ヘッジ有効性の評価、事務管理に関する部門をそれぞれ分離し内部牽制
を確立するとともに、ヘッジ会計を適用する取引については「ヘッジ取引規程」に基づき実施し、お客さ
まとの通貨関連取引、金利関連取引においては原則として市場で反対取引によってヘッジしており、市場
リスクは僅少となっております。

● 当行におけるリスク管理
当行グループでは、多様化・複雑化する各種リスクを網羅的に洗い出し、信用リスクや市場リスクなどのリスク・カテ
ゴリー毎に管理を行っています。また、それぞれのリスク・カテゴリー毎に評価したリスクを総体的に捉え、リスク量
を経営体力と比較・対照することによってリスク管理を行っています（統合的リスク管理）。具体的には、あらかじめ
自己資本の範囲内で対象カテゴリー毎（信用リスク、市場リスク、オペレーショナル・リスク）に資本を配賦し、計量
化した各リスク量が配賦した資本の範囲に収まっているかをモニタリングしています。資本を配賦する際は、未計測リ
スクや新規業務等に備え配賦を留保する金額（バッファー）を確保しているほか、捕捉できていないリスク事象による
影響を把握するため、ストレステストを実施し自己資本の充実度の評価・検証を実施しています。
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流動性リスク管理 「流動性リスク」とは、予期せぬ資金の流出により、必要な資金確保が困難となったり、通常より著しく
高い金利での資金調達を余儀なくされることにより損失を被る「資金繰りリスク」と、市場の混乱等によ
り市場において取引ができなかったり、通常よりも著しく不利な価格での取引を余儀なくされることで被
る「市場流動性リスク」があります。当行は、ALMを通して、適時にグループ全体の資金管理を行うほ
か、資金調達手段の多様化、市場環境を考慮した長短の調達バランスの調整などによって、流動性リスク
を管理しております。

オペレーショナル・
リスク管理

「オペレーショナル・リスク」とは、業務の過程、役職員の活動もしくはシステムが不適切であること、
または外生的な事象により損失が発生しうるリスクです。当グループでは、オペレーショナル・リスク管
理に関する基本事項を定めた「オペレーショナル・リスク管理規程」を制定し、オペレーショナル・リス
クを、その特性に応じて「事務リスク」「システムリスク（サイバーセキュリティリスク含む）」「法務
リスク」「有形資産リスク」「人的リスク」に分けて管理しております。また、オペレーショナル・リス
ク顕在化の未然防止および発生時の影響極小化を図るため、グループ各社がオペレーショナル・リスクの
管理統括部署を設置し、各リスクの管理部署が専門的な立場からそれぞれのリスクを管理しております。
顕在化したオペレーショナル・リスク管理として、内部損失データの収集と分析を行い、潜在するオペレ
ーショナル・リスクの管理については、そのリスクを特定し、評価し、管理・削減する手法として、
RCSA（リスク・コントロール・セルフ・アセスメント）を取り入れ、その一連のプロセスを定期的に実
施しております。
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● リスク管理態勢
お客さまニーズの高度化・多様化に伴い、多彩な金融商品の開発が行われるなど、金融機関を取り巻く環境は大きく変
化してきており、これらから発生するリスクもまた一段と多様化・複雑化しています。このような環境の下で、お客さ
まが安心してお取り引きできる、また選ばれる金融機関となるためには、これらのリスクを適切に管理し、コントロー
ルすることが引き続き求められています。
当行は、「統合的リスク管理方針」及び「統合的リスク管理規程」等のリスク管理体制に係る規程を制定し、グループ
会社全体のリスクを管理するリスク・コンプライアンス委員会の設置により、リスク管理を一元的に統括し、リスク管
理体制の強化・充実を図っています。
グループ会社が抱える様々なリスクを統合的に管理するため、リスク・コンプライアンス委員会では、信用リスク、市
場リスク、流動性リスク、オペレーショナル・リスク等の主要なリスク状況を把握するとともに、グループ会社のリス
ク管理方針や管理体制整備に関する事項について協議しています。
リスク・コンプライアンス委員会は、原則1ヵ月に1回以上の頻度で開催しています。また、リスク管理体制の統括部署
として、当行内にリスク統括部を設置し、グループ会社全体のリスクの統括管理を行っています。

　リスク管理体制図

リスク・コンプライアンス委員会／信用リスク管理検討会／オペレーショナル・リスク管理検討会

取締役会

リスク統括部

信用リスク管理部署

信用リスク管理の統括
信用格付制度の設計・検証・運用監視

与信ポートフォリオ管理

格付の検証
自己査定の統括・検証

自己査定結果に基づく引当金の算定

統合リスク管理部署

統合的リスク管理の統括
市場リスク管理の統括
流動性リスク管理の統括

オペレーショナル・リスク管理の統括
リスク量の計測等にかかる各指標の検証

危機管理体制の統括
外部委託管理の統括

融資部
リテール推進部ローン企画室

個別与信管理（個別案件の審査）
格付の承認
自己査定の承認

個別案件の申請
格付の申請
自己査定の実施

営業店・本部営業推進系・関連会社

協議・報告

牽制

牽制

リ
ス
ク
管
理
統
括
部
門

審
査
・
管
理
部
門

与
信
部
門

協議・報告

監査等委員会

監
査
部
門

指揮

牽制

報告

牽制

牽制
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● サイバーセキュリティ
基本的な考え方・課題認識
当行では、コンピュータ機器や通信回線の二重化、バックアップシステムの強化のほか、近年のサイバーセキュリティ
に対する脅威の深刻化等を踏まえ、サイバー攻撃動向や脆弱性等の情報を収集・把握し、迅速な対応を実施するため、
ほくようＣＳＩＲＴを設置するなど、サイバーセキュリティ管理態勢の充実・強化にも取り組んでおります。
※「ＣＳＩＲＴ」とは、Computer Security Incident Response Team の略で、平時においてはサイバーセキュリテ
ィの確保や教育・研修等を行い、有事においては被害拡大防止の方針検討・決定、内外との情報連携、情報収集・予
測・分析等を行います。

サイバーセキュリティ等管理態勢
当行及び当行子会社にてグループＣＳＩＲＴを構成し、「ほくようＣＳＩＲＴ」及び各外部団体と連携を行っていま
す。

総合対策本部
銀行等 CEPTOAR

JPCERT/CC 等

金融ISAC

システムベンダー
セキュリティベンダー

全店部室

警察

金融庁・日本銀行

業務委託先

グループ会社

サイバー攻撃等対策委員会委員長

法務コンプライアンス部

経営企画部

事務企画部

事業戦略部

市場営業部

システム部

商品所管部

デジタル推進部

取締役会
グループCSIRT

ほくようCSIRT

リスク統括部

報告・連絡体制
ＣＳＩＲＴの活動区分を未然防止が主体の「予防活動時」、兆候を察知し攻撃に備える「早期警戒時」、インシデント
事象が発生した「緊急時」に分け、「ほくようＣＳＩＲＴ運営マニュアル」に則り、ＣＳＩＲＴ各部は主体的に行動し
ています。

サイバー攻撃等対策委員会委員長
最高情報責任者

最高リスク責任者

事務局：システム部（リスク統括部）

サイバー攻撃発生

報告 報告

報告

指示

指示

最高経営責任者
（頭取）

サイバーセキュリティ
対応チーム

サイバー攻撃等
対策委員会メンバー
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株式の状況

発行済株式の総数

378,060,179株

株主数

37,346名

(2026年3月31日現在)

(2026年3月31日現在)

　

所有者別株式分布状況
個人

その他
16.50%

政府及び
地方公共団体
0.01％

金融機関
37.22%

外国法人等
23.17% その他

国内法人
18.88% 証券会社

4.21％（注）自己株式を控除のうえ算出しています。

大株主一覧
●普通株式 (2026年3月31日現在)

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）  持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 東京都港区赤坂１丁目８番１号 34,949,800 9.31

日本生命保険相互会社 大阪府大阪市中央区今橋３丁目５番12号 30,954,500 8.24

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１番１号 30,954,000 8.24

北海道電力株式会社 札幌市中央区大通東１丁目２番地 23,247,000 6.19

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８番12号 16,608,800 4.42

大樹生命保険株式会社 東京都港区東新橋１丁目５番２号 11,132,000 2.96

BNYM AS AGT/CLTS NON TREATY JASDEC 240 GREENWICH STREET,NEW YORK,NEW 
YORK 10286 U.S.A. 7,613,164 2.02

北洋銀行職員持株会 札幌市中央区大通西３丁目７番地 6,857,677 1.82

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13番１号 5,961,400 1.58
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 
505223

P.O. BOX 351 BOSTON 
MASSACHUSETTS 02101 U.S.A. 5,330,695 1.42

(注) 1. 「持株比率」は、発行済株式の総数から自己株式を控除のうえ算出し、小数点第3位以下を切り捨てて表示しています。
2. 当行は自己株式を2,734,863株保有しています。
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